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白さび病、アブラムシ類 
アザミウマ類、ハモグリバエ類 ハチハチ乳剤  1000倍    発病・発生初期/4回 

ハダニ類 ニッソラン水和剤 2,000～3,000倍 －/2回 

1月の中旬頃から日射量も増えてきており、日中のハウス内は温度が上がっています。また、

親木ハウスは株が混みあい、白さび病の発見が遅れやすくなります。定期的に防除し、感

染穂を持ち込まないように十分注意しましょう。まだ病害虫の発生が見られない方も、防

除を行っていきましょう。 

※地域の防除事例を基に作成しています（輪菊栽培）。品種、栽培条件によって
は薬害が発生する場合があるためご注意ください。展着剤、葉面散布剤などを
加用する場合もご注意ください。 

白さび病 
黒斑病、ハダニ類 
灰色かび病 
うどんこ病 

ポリオキシン 
ＡＬ水溶剤     

2,500倍    
発病・発生初期/8回 

 ナミハダニ 
 マイトコーネ 
 フロアブル   

1,000倍  
開花前/1回 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類、ｺﾅｼﾞﾗﾐ
類、ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

ディアナSC 
2,500～5,000倍  
発生初期/2回 
（ｺﾅｼﾞﾗﾐ類：2,500倍） 

白さび病 ラリー乳剤         3,000倍  発病初期/5回 

ハダニ類 カネマイトフロアブル 
1,000～1,500倍 
－/1回 

アザミウマ類、オオタバコガ プリンスフロアブル    
2,000倍        
発生初期/5回 

白さび病 
Inochio 
オペラフラワー乳剤 

2,000倍  
発病初期/3回 

アブラムシ類 
ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ハダニ類 

  アーデント水和剤  
1,000倍  
発生初期/5回 

生育
初期 

破蕾期 

消灯時 

発蕾期 

inochio オペラフラワー®乳剤は、ストロビルリ
ン（strobilurin）系のピラクロストロビンを有効
成分とする新規殺菌剤です。 

Inochio 
オペラフラワー®乳剤 
2000倍 発病初期/3回 

白さび病の対策に・・・ 

定植 消灯 発蕾 破蕾 

オペラ 
フラワー 

オペラフラワーの散布後の少なくとも2回は 
異なる系統(ストロビルリン系以外)の農薬を使う。 

A C B D 

◎耐性菌を作らないおすすめ散布法 

オペラ 
フラワー 

オペラ 
フラワー 


